　　　神戸市電700　キット組立説明書
　この度は、のぞみ工芸の製品をお買い上げ頂きまして有難うございます。

組立手順

1　　準備

①　　パーツ一覧表により部品を確認します。　　②　　使用工具、接着剤（速乾アクリア）、タミヤセメント、ミニクリップ、サンドペーパー鉋プロ等を準備しましょう。

２.　　車体関連

①　　外板・内貼・内補強の接着
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　　車体の基本構成は、外板・内貼・内補強の3枚重ねとなっております。屋根はペーパールーフ構造とし、プラ棒3ミリ径の1/4を使用することで、幕板のない窓の大きな明るい憧れの神戸市電700を容易に作る事が出来る様になりました。
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　先ず内貼りと、同一寸法の内補強をタミヤセメントで接着します。次に屋根にＲをつけましょう。写真のようにティッシュペーパーの上に屋根部分を乗せて、10ミリ位の丸棒を強く転がして半径30ミリ位のＲをつけます。屋根用の内貼りも次いでにＲをつけておきましょう。次に先ほど接着した内貼りと内補強が一体になったものを外板に接着します。この時点で写真の位置即ち内貼りと内補強の断面と外板の幕板相当部分に「速乾アクリア」を薄く塗っておきますと屋根を曲げる工作がしやすくなります。
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　次に正面妻板を加工します。妻板の表を下にして、ティッシュペーパー等の上にのせて、10ミリ位の丸棒を転がして正面にＲをつけます。次に妻板上半と下半4角にＲをつけます。上半はこの神戸市電700は角柱が非常に狭いのでベンディングプライヤーを使ってきつくＲをつけておきましょう。この際、天井枠のＲに沿うように上辺Ｒを付けましょう。速乾アクリアは乾燥後も柔軟性があり、紙との密着度も高いのでこのような加工に適した接着剤だと考えております。

　　正面の組み立てには、ヘッドライトの穴にピッタリの筆軸等とミニクリップを活用すると正確且つ簡単に組み立てる事が出来ます。先ず妻板下半の内貼り、内補強のヘッドライトの穴に筆軸等を通して接着位置を定め、タミヤセメントで接着します。タミヤセメントが固まるまでミニクリップで押さえておきましょう。柱の4角は凹凸を作って組み立て易くする構造になっております。正面の組立がうまくゆけばあとは通常の組み立てキットとおなじ要領です。天井板方式で組み立て易くなっております。タミヤセメントがはみ出したところはシンナーで小まめにふき取っておきましょう。
②　　車体の組立
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　　車体を組み立てる前に神戸市電700特有の先頭部の絞り加工をしておきましょう。写真のように先頭部小窓部分をプライヤーでくわえ、扉先頭側で軽く折り曲げておきます。次に、桧棒の補強材を接着します。1×5の桧棒は内補強に記してある位置に接着します。この神戸市電700には幕板がありませんので、屋根の立ち上がり部分にプラ棒3ミリ径の1/4を接着します。このプラ棒を屋根肩のＲに密着できれば美しい神戸市電700に仕上がります。その為に先ず外板と内貼りをタミヤセメントで密着し、屋根肩裏とプラ棒にタミヤセメントをタップリ塗ってプラ1/4丸棒3ミリの下面が水平になるよう密着します。先頭部を上手く仕上げるためにも重要な作業です。次に先頭部を接着して箱型にします。先頭部の接着には、この接着にはGボンドを少し紙の上に取り出してシンナーを数滴たらして爪楊枝で伸ばして使っています。箱型になった車体に天井枠を落とし込みます。先頭部の天井枠の断面には水性ボンドをつけて置き、先頭部の形状を固めましょう。慣れない作業で大変でしょうが、タミヤセメントを屋根の肩の裏側にタップリ塗って、プラ棒3ミリ径の1/4のＲのついている部分にもタップリ塗ってきれいなＲをだしておきましょう。次に天井枠を正確な位置に、先ほどのプラ棒3ミリ径の1/4にタミヤセメントをタップリつけて接着します。正確な位置に接着するために、屋根中央にあけた穴と天井枠の中央にあけた穴とをアジャストピンで貫通させましょう。先頭部を上手く仕上げるためにも重要な作業です。次に先頭部を接着して箱型にします。先頭部の接着には、この接着にはGボンドを少し紙の上に取り出してシンナーを数滴たらして爪楊枝で伸ばして使っています。
③　　積層屋根の組み立て
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　　屋根先端は、積層屋根方式で組み立てます。何台作っても形が揃います。写真の要領でタミヤセメントをたっぷり使って積層屋根を組み上げます。先ずパーツの1を裏返して、爪を立ててパーツ2～9を爪に差し込んでゆきます。パーツを重ねてゆく際、爪が垂直になるように留意しましょう。十分乾燥してから屋根Ｒを示していた部分と9枚目からはみ出していた爪部分は切り落としてしまいます。屋根Ｒの形成に重要です。
④　　車体部分と積層屋根部分の接着
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　　先ず積層屋根の車体への接着部分をキレイに磨き積層屋根と車体本体との隙間をなくしておきます。次に積層屋根の上下に水性ボンドをタップリ塗って写真のように正面外板より1ミリ内側に固定します。屋根側の櫛状の裏側に水性ボンドをタップリ含ませて写真のように納めて組み立て済ゆきます。よく乾燥させてサンドペーパー鉋プロで削りながら、パテで仕上げてゆきましょう。サンドペーパー鉋をかける場合、右写真上部のような工作台を作っておくと便利です。木片に18×120×40ミリの板をＴ字形に貼ってあるだけですが車体に負荷がかかることなく屋根板を削る事が出来るので大変重宝しております。サンドペーパー鉋をかける前に写真の様に車体本体部分を、メンディングテープを巻いて保護しておきましょう。
　　サンドペーパー鉋プロとは15×30×200ﾐﾘの黒檀材に、240・400番のサンドペーパーを巻き付けたものです。サンドペーパー鉋は、巻き付けるサンドペーパーの番手を変えることで荒削り～仕上げと自由に使い分けることが出来ます。荒削りには80番位が良いでしょう。黒檀材の良さは、固くて、重くて、使い心地が良いことです。模型店でも「サンドペーパー鉋プロ」の商品名で、別売りしております（1丁1,980円税別）。既に全国で240丁以上のご愛用者から好評を頂いております。
⑤　　積層屋根の仕上げ
　積層屋根を仕上げるパテについて色々試してみましたが今のところ（株）ｷｬﾝﾃﾞｨﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ発売のカラーパテが一番好結果を得ています。このパテの原料はドイツから輸入された物で家具の傷補修用に職人さんが使っています。特徴としては、サクサク削れて、容積が殆ど縮小せず、気泡が出来ず簡単に仕上げられます。以前は模型店でも取り扱っていましたが、今は、東急ハンズで求める事ができます。勿論サーフェイサーでの表面仕上げは行っております。ペーパールーフですが少々の研磨には十分に耐えられますので、サンドペーパー鉋できれいな線が出る様一気に削ります。
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⑥　　ビューゲル台の組み立
　　写真の様にタミヤセメントを塗布したパーツに爪楊枝を通して接着します。
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⑦　　ビューゲル台の屋根への接着

　　屋根中央の穴を活用して屋根上に接着します。
⑧　　バンパーの取り付け
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　バンパーは、丸棒でカーブをつけて置き5枚を貼り重ねて車体に接着し写真のように仕上げましょう。最小片が一番内側になります。先ず5枚を接着しながらカーブを整えてゆきます。バンパーの回りをメンディングテープで抑え、バンパー両端の小さな隙間を少量のパテで埋めバンパー全体の形を整え写真のように仕上げましょう。
⑨　動力化ご希望の方
　　動力化する場合は、ワールド工芸の軌道トラックＨＯ101―17.5、又はアルモデルのアルパワーHO17Tが使えるように床板を加工してあります。ペーパー製の台車別売しております。実物は車輪の大きさが違いますが、ペーパー製の台車を貼ると目立たなくなります。台車組立キット1,200円　、組立済1,500円
　　塗装等はあなたの流儀に従って完成させて下さい。
[image: image16.jpg]


http://nozomikogei.com　
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